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Abstract

This study had two goals. First, we aimed to identify the components of the outcomes that 

members of comprehensive community sport clubs achieve through club life in order to collect 

basic data to create a “quality-of-club-life indicator.” We created outcome items through 

recordings of interviews with club members. Second, we aimed to describe the process in detail 

to confirm the validity and reproduction of the outcome items.

In designing the outcome items, we first examined the concept of “club life.” Next, we set 

seven hypothetical categories to classify the outcomes to be extracted. Subsequently, we collected 

data through interviews and questionnaire surveys of club members and selected the important 

items that had significant content related to “a rich club life” from the data. We then grouped 

items into categories with common meanings, referring to the hypothetical categories. In addition, 

in each hypothetical category, we grouped important items with common meanings into 

subcategories. Finally, to include all the outcomes that club members attained, we held a 

discussion to reorganize the subcategories. We also modified the hypothetical categories based on 

the composition of the subcategories that were reorganized. The categories of outcomes that 
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were eventually derived were “connection” （ 9  subcategories） , “trust” （ 4  subcategories） , 

“rules” （ 3  subcategories） , “ikigai ” （ 3  subcategories） , “sport participation” （１2 subcategories） , 

and “learning” （ 3  subcategories） . The categories are the primary outcome items and the 

subcategories are their secondary outcome items.

キーワード：総合型地域スポーツクラブ，経営評価，アウトカム指標，クラブライフ
Keyword：comprehensive community sport club, outcome indicator, club life
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は十分になされてきたとはいえない．体育・ス
ポーツ経営学では，これまでにクラブ・サービ
ス（CS）という概念が提起されてきたが，ク
ラブライフについては明確な用語定義がなされ
ないままに使用されてきた．今後の総合型クラ
ブ研究を深化・発展させるために今なすべきこ
との一つは，クラブライフについての概念的な
検討を進めるとともに，そのクラブライフがも
たらすアウトカムについての評価指標を作成す
るといった研究であろう．

そこで本研究では，以下の二つの目的を設定
する．第一に，総合型クラブにおける「クラブ
ライフの豊かさ評価指標」の作成に向けた基礎
的資料として，クラブライフによるアウトカム
の構成要素を明らかにすることを目的とする．
会員がクラブライフから獲得するアウトカムと
は何かという問いに焦点化し，先行研究の検討
による仮説設定から会員の「生の声」を各種調
査によって掬い上げながらアウトカム項目注 4 ）

を作成する．第二に，構築されたアウトカム項
目についての反証可能性や再現性を担保するた
めに，その検討プロセスを詳細に跡づけること
を目指す．エビデンスをベースとした評価指標
の作成に向かう動きが活性化する中で，いかな
るプロセスで指標構築を図るのかという方法論
については，これまでの体育・スポーツ経営学
研究では殆ど語られることがなかった．

以下ではまず，アウトカム項目の開発プロセ
ス全体のアウトラインを提示し，その後，クラ
ブライフの概念検討・仮説設定，会員調査，
データ分析というプロセスの内実を明示しなが
ら，クラブライフによるアウトカム項目を提示
する．

Ⅱ．「クラブライフ」によるアウトカム
項目の作成方法

本研究では，主に政策形成などの領域で採用
されている「コミュニティ・ベンチマーキン
グ」という政策マーケティングの手法を参考に，

「豊かなクラブライフ」によるアウトカム項目

Ⅰ．はじめに

平成 7 年度に総合型地域スポーツクラブ（以
下，総合型クラブと表記）の育成が開始されて
から20年を超える年月が経過した昨今，新たな
クラブの創設は停滞している（清水・柳沢，
20１5，p.１１１）．その中で，総合型クラブの質的
側面に問題意識を向け，クラブ経営の現場に対
して影響を与えることを企図した動きが生じて
いる．その動きとは，クラブ育成の成果につい
て評価する意義を主張し，クラブ自身による経
営改善を促すために評価指標を作成するという
ものである．体育・スポーツ経営学では，指標
開発の重要性について，スポーツ政策の経営学
という文脈からその意義を説く中西（20１2）や，
クラブ育成の学術レベルでの成果検証が必要だ
とする作野（2007）や清水（2008）などによっ
て主張されてきた．実際に指標を作成するアク
ションも活発で，クラブ組織の持続的な成長を
重視する指標（清水・柳沢，20１5）やクラブの
安定的発展に焦点化したもの（日本体育協会，
20１5）などが提起され，エビデンスに基づき経
営改善を先導する取組が進められてきた注 １ ）．

指標づくりを通じてクラブ育成現場へのイン
パクトを与えようとする実践志向の動向に倣い，
本研究では，「クラブライフの豊かさ」という
視点から，総合型クラブのアウトカムについて
検討していきたい．総合型クラブは，スポーツ
振興基本計画（2000年）においてスポーツ実施
率の向上のための重要施策として示されて以来，
スポーツ人口の増加策という文脈で語られるこ
とが多かったが，クラブ育成にはそれ以外の意
義も想定できる．クラブの会員注 2 ）は，同好の
仲間との活動を通じて，「クラブライフの経験」
を享受し，そしてその経験から何らかのアウト
カムを獲得している．これこそが地域スポーツ
クラブを振興することの重要な意義である．こ
うした「会員からの視点」に立てば，この「ク
ラブライフ」を豊かにし，アウトカムを最大化
することこそが，クラブづくりの目指すところ
であるといえる注 3 ）．しかしながら，このクラ
ブライフという言葉を起点とする学術的な検討
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を作成する．政策マーケティングとは，行政以
外にも多様な政策の担い手（NPOや市民団体，
町内会，学校，企業等）が存在していることを
前提とし，住民が抱く「政策ニーズ」を調査し
た上で，そのニーズを満たすための政策や公共
サービスを創造・提供することを目指して構築
されたシステムである（玉村，2003）．その一
手法であるコミュニティ・ベンチマーキングは，
住民にとって重要な成果に評価指標を設定する
ことを重要視した上で，その数値を測定して時
系列的にモニタリングする方法とされ，地域の
多様な主体が共通の成果を目指して並列的・自
律的に活動する領域で利用することに強みがあ
るという（松橋ほか，20１2）．参画主体の多様
性を前提に「住民にとっての」成果を重視する
この手法は，会員の視点からアウトカム項目を
構成しようとする本研究において活用可能であ
ると考える．なぜならば，総合型クラブでは多
様性のある地域住民が共通の理念に基づき自律
的・並立的活動を展開しているからであり，ま
た，本研究はそうした総合型クラブに関わる当
事者たちが抱く「豊かなクラブライフ」を重視
してアウトカム項目を作成するからである．そ

こで，こうしたコミュニティ・ベンチマーキン
グにおいて重要な要素となる「成果の実現」（イ
ンプット―アウトプット―アウトカム）に関す
る発想や，政策ニーズの把握のために実施する
対象者の網羅的な調査といった視点を批判的に
援用する．

従来のコミュニティ・ベンチマーキングでは，
資源を政策推進組織へ「インプット（投入）」し，
それによって政策推進組織が施策や活動を「ア
ウトプット（産出）」することで，社会に「ア
ウトカム（成果）」が提供されるというフロー
として，政策実施によって成果が生まれるまで
の道筋を理解してきた．本研究では，こうした
従来の「政策推進主体」を起点とした因果関係

（インプット―アウトプット―アウトカム）に
関する発想を「会員個人にとっての」という視
点から捉え直す．すなわち，クラブによるス
ポーツ教室等のサービスが会員に提供され（イ
ンプット），そこで会員がどのような経験をし

（アウトプット），それによって会員や地域がど
のように変わったのか（アウトカム），という
会 員 の 目 線 か ら 見 た 関 係 性 を 前 提 と す る

（図 １ ）．こうした読み替えによって，会員の視

図 1　会員にとってのインプットーアウトプットーアウトカム関係

図 2　アウトカム項目の作成プロセス
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点からクラブライフとそのアウトカムの展開過
程を理解することができる注 5 ）．

さてⅢ以降では，アウトカム項目の作成に向
けた 3 つ段階の詳細について確認する（図 2 ）．

「フェーズ① クラブライフ概念の検討」では，
クラブライフの定義について検討するとともに，
そのアウトカムについて演繹的に仮説を設定す
る（Ⅲ）．「フェーズ② 会員調査」を通じて，

「豊かなクラブライフ」を経験する会員の認識
についてデータを集める（Ⅳ）．「フェーズ③ 
分析」において，収集したテキストデータを参
考にしつつ仮説に修正（事後解釈）を加え，ア
ウトカム項目を構成するカテゴリーとサブカテ
ゴリー注 6 ）を析出する（Ⅴ）．

なお本研究では，こうした 3 段階の全過程に
おいて，１4名の共同研究者で構成するプロジェ
クトチームを組織化し，協議を重ねつつアウト
カム項目を作成した．専門家（地域スポーツに
精通する研究者やクラブ経営実務の経験者）が
有する知識や経験は，概念検討や調査設計を円
滑に進めるのに有効な資源となった．また，

「豊かさ」という価値を取り扱う中で，仮説構
成や分析段階にて研究者個人の価値観が過度に
反映される可能性がある中で，こうした複数の
専門家による共同作業によって，そのバイアス
を低減するよう試みた．

Ⅲ．クラブライフ概念の検討 
（フェーズ①）

クラブライフという用語に明確な学術的定義
が与えられていないことは前述した通りだが，
総合型クラブの会員への調査を設計するにあた
り，その概念への検討を加えないまま研究を進
めることはできない注 7 ）．本研究は会員への調
査からクラブライフによるアウトカムを析出す
るものであるため，被調査者がクラブライフに
おける具体的活動を想起できるような調査項目
を設定する必要がある．そのためにも，クラブ
ライフをどのように捉えるかという本研究の立
場を明確にしなければならない．そこでここで

は，調査設計の指針を提示することを目的にク
ラブライフ概念の検討を行う．

1．概念検討のプロセス
クラブライフの概念検討では，最初に，「豊

かなクラブライフとは何か」という議題設定の
もとで共同研究者間によるブレインストーミン
グを行い，想起される具体的な場面や行為に関
する意見を出し合った．その際，研究対象を考
慮して，クラブライフはスポーツクラブにおけ
るライフを前提として議論が進められた注 8 ）．
この議論の過程で，ライフを生活という意に解
するという方向性に一致が見られ，生活概念を
参酌しつつクラブライフ概念を検討した．その
結果，クラブライフを「スポーツ生活」と「ス
ポーツ生活以外の生活」の二領域から構成され
る生活として把握すべきであることが提議され，
両生活の違いを明確にすることを意図した検討
が進められた．

以下では，上記のプロセスにおける主要な論
点を整理し，クラブライフ概念の定義とその内
容を説明する．

2．クラブライフ概念の定義とその内容

（１）「クラブ」と「生活」
本研究において「ライフ＝生活」とすること

は前記の通りであるため，「クラブライフ＝ク
ラブ生活」と捉える．そこで，「クラブ生活」
が「クラブ」と「生活」から成る複合語である
ことから，「クラブ」と「生活」がいかなる接
続関係にあるのかを考察することから始める．

「○○生活」と表現される用語は多く存在する．
例として家庭生活と学校生活を挙げて考えてみ
ると，まず，家庭生活は家庭における生活，学
校生活は学校における生活というように，「お
ける（於ける）」という場を表す言葉を付置す
ることで，「家庭」や「学校」が生活を営む場
を意味していると理解できる．そして，「家庭」
や「学校」が場の表現であると理解することで，
その場で生活を営む主体が浮上する．すなわち，
家庭の場合は家族の構成員であり，学校の場合
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は児童や生徒，教師である．よって，「○○生
活」の「○○」は第一義的には生活が営まれる
場を表現し，付随して生活を営む主体を明確化
しているのである．

このような「○○」と「生活」の接続関係か
ら「クラブ生活」について考えると，クラブ生
活が営まれる場はスポーツクラブであり，生活
の主体は会員と定めることができる．では，そ
の場において会員はどのような生活を営んでい
るのであろうか．

（２）スポーツ生活とスポーツ生活以外の生活
クラブライフが営まれる場はスポーツクラブ

である．スポーツクラブでは会員が様々な活動
を行っており，クラブライフはそのような活動
全体を指すものであると考えるが，前述した通
り，調査設計上，より具体的な活動を示す必要
がある．そこで議論の端緒として，体育・ス
ポーツ経営学的視座からスポーツクラブを体
育・スポーツ経営体と認識し，会員のクラブラ
イフにおける具体的活動を把握することにする．

①スポーツ生活
体育・スポーツ経営体としてのスポーツクラ

ブは，自らが掲げる目標を達成するため体育・
スポーツ事業を提供する．その事業は人々のス
ポーツに対する諸欲求を充足することを目的に
クラブ会員によって行われ，供給されるサービ
スを会員や会員以外の住民が享受する．このよ
うに，体育・スポーツ経営体としてのスポーツ
クラブは，「複数の人間が共通の目標を持って
組織を成立させ，この組織が主体となってプロ
グラムを生産し，組織の一部あるいは全部のメ
ンバーがそれを利用して欲求充足に至る形態」

（清水，200１，p.１7）であり，清水（200１）が
類型化したスポーツ生活の一類型であると考え
られる．つまり，スポーツクラブでは会員によ
るスポーツ生活が営まれており，そのスポーツ
生活における活動はクラブライフの具体的活動
を構成すると捉えることができる．

より詳細に言及すると，スポーツ生活とは，
「生活において生じたスポーツに関わる欲求や

必要を継続的・反復的に充足する過程」（清水，
200１，p.１6）である．そして，その過程につい
ては，スポーツをしたいという欲求を出発点に，
この欲求を満たすために必要なスポーツ生活
財・資源が調達される．その後，スポーツ生活
財・資源を活用し，活動の計画化・組織化が行
なわれる．そして，実際にスポーツ実践を行う
ための準備を経たあと，スポーツ実践へと移る．
次に後始末をし，これまでのスポーツ生活の過
程を評価して，のちの生活過程に反映されるこ
とになる（清水，200１，p.１9）．
「この一連の過程を経ることによって，ス

ポーツ生活者には新たな資源（諸知識や身体資
源など）が蓄積される」（清水，200１，p.１9）
わけであるが，本研究ではこのスポーツ生活過
程でどのような資源が蓄積されるのかを捉える
必要があり，それがクラブライフから得られる
アウトカムの一部を構成する．

②スポーツ生活以外の生活
他方，スポーツクラブでは，体育・スポーツ

経営体としてスポーツに関わる欲求を充足する
ための活動のみならず，それ以外の諸活動も会
員によって行われている．本研究では，そのよ
うなクラブライフにおけるスポーツ生活以外の
活動を「スポーツ生活以外の生活」における活
動として把握する．ここでは荒井（2003）を参
考に，スポーツ活動以外の活動が繰り広げられ
る空間に着目し，スポーツ生活以外の生活につ
いて考察する．

荒井は，スポーツ空間を「実社会」「コート
の外」「コートの中」という 3 つの空間から把
握している．「実社会」は我々が生きる企業社
会や学校社会などの社会であり，「コートの中」
はスポーツ生活過程におけるスポーツ実践が行
なわれる空間（場）を指す．では「コートの外」
とは，どのような空間を意味するのか．
「コートの外」を端的に表現すれば，「ルール

やロールやゴールを越えた，あるいは脱ぐ空
間」（荒井，2003，p.68）である．そこでは，
実社会やコートの中での役割やルールなどに縛
られることのない素の自分としての人間が在る．
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実社会やコートの中での社会関係が競争を基調
としているものであるのとは対照的に，コート
の外の社会関係は「共存」である．クラブメン
バーがあるがままにお互いに受け入れ，会員同
士のつながりを深め，「同じ釜の飯を食う」空
間として機能するのがコートの外と言える（荒
井，2003，pp.68-69）．

この空間は，本研究でいうスポーツ生活以外
の生活が営まれる空間とほぼ一致していると考
えられる注 9 ）．例えば，クラブハウスで会話を
したり一緒に食事に出かけたりすることで親交
を深めるようなことが想起される．特にクラブ
ハウスでの活動は，スポーツ活動だけにとどま
らない社交的活動や交流の場としての意義が見
いだされている（松永，2002）ように，スポー
ツ生活以外の生活ではコートから離れた空間で，
共存関係を基とした会員間の様々な営みが展開
されるのである．

以上から本研究では，クラブライフを「ス
ポーツ生活」と「スポーツ生活以外の生活」の
2 つの生活から成るものと認識する（図 3 ）．
よって，クラブライフを「スポーツ生活」と「ス
ポーツ生活以外の生活」との 2 つの生活の統一
体として捉え，「会員が，クラブの仲間と一緒
に，スポーツ生活やスポーツ生活以外の生活を
営むこと」と定義する．本研究では，会員がそ
れぞれの生活における経験から獲得するアウト
カムを捕捉することになり，具体的には，調査
段階において，スポーツ生活における経験から

得られたアウトカムについての調査項目とス
ポーツ生活以外の生活における経験から得られ
たアウトカムについての調査項目を用意する．
そして，それぞれの調査項目に対する回答から，
クラブライフにおける経験から獲得されるアウ
トカムを明らかにできると考える．

3．アウトカムを分類するためのカテゴリー
設定

（１）カテゴリーを構築する方法
本研究は総合型クラブ会員の生の声を拾い上

げ，クラブライフを通じて獲得されるアウトカ
ムを明らかにする．その手順として，データか
らの抽出が予期されるアウトカムを分類するた
めのカテゴリーを演繹的に設定し，調査結果の
分析をもとにそのカテゴリーを修正してアウト
カム項目を作成するという手順を採用した．

スポーツ活動が人間に与える身体的・精神
的・社会的効果に関する先行研究の知見を援用
すれば，抽出されるアウトカムを事前に予測し，
アウトカムを分類するためのカテゴリーを設定
することは可能である．調査データは，同じ意
味内容のアウトカムを一纏まりとして整理する
が，既知のアウトカムは前もって設けたカテゴ
リーに整理し，そのカテゴリーの下位次元を具
体的に検討する．そして，そうでないものは新
たなアウトカムとしてカテゴリーを新設する．
そうして，事前に作り上げたカテゴリー群を修

図 3　クラブライフとスポーツ生活
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正した新たなカテゴリー群が構築されることに
なる．この手法は，単に演繹的に導出されたア
ウトカムの存在を検証するだけでなく，既存の
カテゴリー群を精緻化するとともに，新たなア
ウトカムを帰納的に発見することを目的とした
手法である．

よって，この方法では，仮説の「事後解釈」
（マートン，１96１）を行うことになる．仮説検
証的アプローチにおいて仮説の事後解釈は，本
来は自重すべき行為であるが，飽戸（１987）が

「新しい仮説を引きだすための手段として，事
後解釈が用いられるのであれば，これは理想的
である」と述べているように，それが新たな仮
説を生み出すことを意図したものであれば，仮
説生成の手段として認められると考える．本研
究は，仮説を検証する手法（演繹的に導出され
たアウトカムの存在の検証）と併せて，結果の
事後解釈によって新たな仮説を生成する（帰納
的に未知のアウトカムを発見する）ことを企図
するのである注１0）．そこで先行研究を参考に，
会員にとってのアウトカムとして 7 つの仮説的
カテゴリーを設定した（表 １ ）．

（２）アウトカムを分類するための7つの仮説
的カテゴリー

①つながり・信頼・ルール
スポーツクラブの社会的機能に関する言説と

しては，地域社会の維持統合としての役割（金
崎，2000）や地域再編のための生活拡充システ
ムとしての期待（柳沢，2002）が述べられてい
るように，スポーツクラブでの活動が地域にお
ける人と人のつながりを構築し，地域社会再生

の一助となることが望まれている．このような
言説を受けて想定できることは，クラブライフ
における諸活動を通じてメンバー同士の社会関
係が形成され，それに付随する効果（連帯感や
一体感など）が生じるということである．本研
究では，このようなスポーツクラブの社会的機
能を捉える概念として，ソーシャル・キャピタ
ルを用いることにした．

ソーシャル・キャピタルは，「調整された諸
活動を活発にすることによって社会の効率性を
改善できる，信頼，規範，ネットワークといっ
た 社 会 組 織 の 特 徴 」（ パ ッ ト ナ ム，200１，
pp.206-207）と定義されており，スポーツクラ
ブ，文化協会，協同組合，労働組合などの自発
的組織がソーシャル・キャピタルの蓄積に重要
な役割を果たすとされている（パットナム，
200１）．内閣府国民生活局（2003）の調査では，
ソーシャル・キャピタルの要素である「つきあ
い・交流」「信頼」「社会参加」に係わる項目で，
その程度が高いと回答した人たちがボランティ
ア・NPO・市民活動を行っているとする回答
の割合が高いことを明らかにしていることから，
スポーツクラブでの活動は自発的組織の市民活
動として，ソーシャル・キャピタルの蓄積へと
つながるであろう．事実，先行研究では，ス
ポーツクラブへ参加することで，会員にソー
シャル・キャピタルが蓄積されることが示唆さ
れている注１１）．

そこで，ソーシャル・キャピタルの構成要素
を考慮し，「つながり」「信頼」「ルール」注１2）

という 3 つの仮説的カテゴリーを設定すること
にした．「つながり」は，「隣近所でのつきあい
や社会的な交流が増えた」，「信頼」は，「一般
的な信頼（一般的な人への信頼，見知らぬ土地
での人への信頼）や相互信頼（近所の人々，親
戚，友人・知人，職場の同僚への信頼）が増し
た」，「ルール」は，「社会参加の機会（地縁的
組織への参加，ボランティア・NPO・市民活
動への参加）が増えた」や「社会参加に関する
ルールが身についた」という意味内容のデータ
を分類することにした．

表 1　 7つの仮説的カテゴリー
１ つながり
2 信頼
3 ルール
4 いきがい
5 体力・健康
6 スポーツへの関わり
7 その他
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②いきがい
高齢者のいきがいにとって，運動・スポーツ

活動や社会的活動，他者との交流などが重要な
要因として関連することが先行研究の結果で示
されている（伊熊ほか，2006；高野・坂本，
2005；岡本，2008：蘇ほか，2004）注１3）．スポー
ツクラブへの参与は，まさにそのような要因を
多分に包含した社会的活動であり，クラブライ
フを通していきがいを実感する人びとの存在が
予測される．また高齢者でなくとも，クラブラ
イフを営むことがその主体にとって生きる糧と
なることが考えられるため，「いきがい」とい
うカテゴリーを設定し，「クラブライフが生き
るための目的の一つになった」のような意味を
持つデータを分類することにした．

③体力・健康
スポーツや身体活動が人間の身体・精神へ及

ぼす効果に関する先行研究では，まず，子ども
の身体活動量と運動能力には正の相関関係があ
り，日常的に活動量が多い子どもはそうでない
子どもに比べて運動能力が高い傾向にあること
が実証されている（鈴木，200１；田中，2009；
塙，20１１；佐々木ほか，20１3など）．また子ど
もについて，身体活動量の確保が睡眠時間の確
保や食欲増進につながることを示した研究（中
野ほか，20１0）や在宅高齢者について，運動の
実施状況が精神健康度と身体健康度に強く影響
を及ぼしていることを明らかにした研究（青木，
20１4）がある．さらに，スポーツクラブへの所
属が運動頻度の高さ，あるいは健康面に対して
の好ましい生活習慣をもたらすこと（熊谷，
2006）や体力の向上に寄与すること（宮下ほか，
20１0）が示唆されている．

以上から，クラブライフを通じて体力や運動
能力の向上，精神的健康や生活習慣の改善がも
たらされることが予期されるため，「体力・健
康」というカテゴリーを設定した．この仮説的
カテゴリーには，「身体的・精神的・社会的な

観点から健康が増進された」「運動技能や身体
能力が向上したと認識するようになった」のよ
うな意味内容のテキストデータを布置する．

④スポーツへの関わり
スポーツクラブでは，スポーツ実践やスポー

ツサービスの生産過程に関与することにより，
会員とスポーツとの多様な関わりが展開されて
いる．会員はスポーツや他の会員との相互作用
の中で，その関わりを構築・変化させながらク
ラブライフを営んでいる．例えば，スポーツク
ラブに入会することは，それまでスポーツを
行ってこなかった人がスポーツを「する」とい
う新たな関わりをスポーツと取り結ぶことであ
る．また，スポーツをしたり観たりする時間が
増加することもあるだろう．さらに，スポーツ
をするだけであった人が，スポーツ指導やクラ
ブ運営に関わるようになることも考えられる．

このように，クラブライフを営むことにより，
スポーツとの新たな関わりが形成されたり，そ
の関わりの質が変化することが予想されること
から，「スポーツへの関わり」という仮説的カ
テゴリーを設定した．この仮説的カテゴリーに
は，「スポーツに多様な関わり（する，みる，
創る・支える）ができるようになった」のよう
な意味内容のデータを分類する．

⑤その他
事前に予期できないアウトカムが抽出される

ことを考慮し，「その他」のカテゴリーを設定
した．前述したように，仮説的カテゴリーの設
定時では，既に明らかになっているアウトカム
を明確化・精緻化するとともに，未だ明らかに
なっていないそれを発見する余地を残さなけれ
ばならない．「その他」のカテゴリーは未知の
アウトカムを見つけ出すためのものであり，こ
のカテゴリーを設定することで，従来の研究で
は見落とされてきたアウトカムを抽出すること
ができると考える．
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Ⅳ．会員調査（フェーズ②）

「豊かなクラブライフ」とそこから享受する
アウトカムに関する情報を収集するために，総
合型クラブの会員に対して，インタビュー調査
と質問紙調査を実施した．インタビュー調査は，
20１5年１2月から20１6年 3 月にかけて実施し，質
問紙調査は，20１6年 2 月から 3 月にかけて順次，
配布・回収を行った．以下では，各調査の概要
について述べていく．

1．インタビュー調査（フェーズ②ー1）
「豊かなクラブライフ」の実態とアウトカム

をめぐるリアリティに富む情報を集めることを
目的に，「豊かなクラブライフ」を経験する会
員を年齢・属性別に区分し，全ての区分の対象
を網羅するようにインタビュー調査を行った．
対象クラブは，筆者らが実施した先行調査の結
果に基づき「豊かなクラブライフ」が実現して
いると想定されるクラブ注１4）の中から，会員規
模や所在地に偏りがなく，調査が実現可能であ
る１0クラブを選定した（表 2 ）．そして，この
１0クラブの中から，公的機関が発行する事例集
等を参考に，共同研究者間での協議を経て，当
該クラブで豊かなクラブライフを享受している
と想定できる対象（フォーカス・グループ・イ
ンタビュー（FGI）：１2組，デプス・インタ
ビュー（DI）： 8 名）を選んだ．概要は表 3 の
通りである注１5）． 

表 2　インタビュー調査の対象クラブ

クラブ名 所 在 地 会員数 設立年
Aクラブ 宮 城 県 １000～１299人 平成１3年
Bクラブ 茨 城 県 500～ 699人 平成１9年
Cクラブ 栃 木 県 200～ 299人 平成１5年
Dクラブ 埼 玉 県 １00～ １99人 平成１2年
Eクラブ 千 葉 県 500～ 699人 平成１3年
Fクラブ 東 京 都 300～ 499人 平成１9年
Gクラブ 神奈川県 300～ 499人 平成１8年
Hクラブ 静 岡 県 １00～ １99人 平成2１年
Iクラブ 大 阪 府 300～ 499人 平成１6年
Jクラブ 岡 山 県 300～ 499人 平成１8年

こうした全国規模の調査を効率的に進めるた
めに，共同研究者の分担でインタビューを行う
こととした．FGIは，インタビュイー 2 ～ 6 名
１ 組に対して 2 名の調査者が90分の聞き取りを
実施することを基本とした．またDIは，イン
タビュイー １ 名に対して １ 名の調査者が60分の
調査を実施した．複数のインタビュアーの分担
で調査を遂行するため，ヴォーンほか（１999）
を参考にインタビューガイドを作成するととも
に，事前にインタビュアー説明会を実施し質問
項目や注意事項を確認することで，調査者間の
共通認識を形成するよう努めた．なお，質問内
容については，クラブライフの定義に基づき，
対象者が「豊かなクラブライフ」について語り
やすいように表 4 の通り設定した．

表 3　インタビュー調査の区分・対象・方法・実施回数
№ 区分 対　　象 方法 回　　　数
１

子ども
小学生

FGI

2 組（Gクラブ １ 組，Hクラブ １ 組）
2 中学生 2 組（Eクラブ １ 組，Hクラブ １ 組）
3

成　人
１8～39歳 2 組（Aクラブ １ 組，Fクラブ １ 組）

4 40～59歳 2 組（Eクラブ １ 組，Gクラブ １ 組）
5 60歳以上 2 組（Aクラブ １ 組，Bクラブ １ 組）
6 障害者 障害者

DI

2 組（Cクラブ １ 組，Dクラブ １ 組）
7

運営者

クラブマネジャー 2 組（Iクラブ １ 組，Jクラブ １ 組）
8 アシストマネジャー 2 組（Iクラブ １ 組，Jクラブ １ 組）
9 指導者 2 組（Iクラブ １ 組，Jクラブ １ 組）
１0 ボランティアスタッフ FGI 2 組（Aクラブ １ 組，Fクラブ １ 組）
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2．質問紙調査（フェーズ②ー2）
インタビュー調査では，「豊かなクラブライ

フ」に関する実態やその文脈を詳細に把握した
が，質問紙調査では，より多くの会員の「豊か
なクラブライフ」についてデータを収集するこ
とを目的とした．調査票の質問内容は，インタ
ビュー調査に準じて設計し，回答は自由記述で
集めた．自由記述にすることで回答者への負荷
が上がり，回収率の低下が予想されたが，「豊
かなクラブライフ」に関連する発言を引き出す
うえでは有効な方法だと考えた．調査対象クラ
ブは，回答者へ大きな負担がかかるため，調査
の実現可能性を重視して設定することとし，共
同研究者のメンバーが既にラポールを形成して
いるクラブの中から，公的機関が発行する事例
集等の情報を踏まえながら共同研究者間での協
議を経て， 3 つのクラブを対象とした注１6）．調
査票をクラブの事務局へまとめて郵送し，それ
らの調査票を対象となるクラブ会員に配布して，
回答後に回収・返送いただいた．各クラブ200
枚，合計600枚を送付し，１22名から回答を得
た注１7）．

収集したデータは，インタビュー調査の音声
データは逐語記録を基本とし，質問紙調査の自
由記述内容も同様にテキスト化し，分析用の

データを作成した．これらの全てのデータはテ
キストデータ（質的データ）であること，イン
タビューと質問紙調査の質問項目がほぼ同一で
あることに鑑み，両調査で収集したデータを合
わせて分析することとした．

Ⅴ．分析：アウトカム項目の析出

アウトカムの分析と可視化を次の 3 段階で
行った注１8）． １ 次分析では，逐語記録から「重
要アイテム」（クラブライフの経験やアウトカ
ムに関する意味深い内容）を抽出し，それぞれ
に仮説的カテゴリーを付与した． 2 次分析にお
いては，表 3 で示した「調査区分」（「子ども」

「成人」「障害者」「運営者」）ごとに，重要アイ
テムの内容を確認しつつ，一定の共通した意味
を持つアイテムを一纏めにした「サブカテゴ
リー案」を作成した． 3 次分析では， 2 次分析
で析出したサブカテゴリー案に検討を加え，全
ての調査区分の会員が共通して得る可能性があ
るカテゴリー・サブカテゴリーを確定した．

なお，膨大な数の質的データを効率的に分析
するために，全１4名の共同研究者が関与するか
たちで分析を進めた． １ 次分析では，共同研究

表 4　インタビュー調査における主要な質問項目

【スポーツ生活について】

・○○クラブでのスポーツ活動において，あなたが楽しさや喜びを感じるのはどのようなときですか？
・○○クラブでスポーツ活動を行うことによって，あなたが変化したと感じることや得たものは何ですか？
　また，どのような場面でそう感じましたか？
・○○クラブでスポーツ活動を行うことによって，周りの方が変化したと感じることや得たものは何ですか？
　また，それはどのような時に感じましたか？
【スポーツ生活以外の生活について】

・ ○○クラブでのスポーツ活動以外の場面において，あなたが楽しさや喜びを感じるのはどのようなとき
ですか？

・ ○○クラブでのスポーツ活動以外のクラブ生活を送ることによって，あなたが変化したと感じることや
得たものは何ですか？また，どのような場面でそう感じましたか？

・ ○○クラブでのスポーツ活動以外のクラブ生活を送ることによって，周りの方が変化したと感じること
や得たものは何ですか？また，それはどのような時に感じましたか？

【豊かなクラブライフについて】

・ みなさんが考える「豊かなクラブライフ」について説明してください．
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者 2 人 １ 組で各逐語記録の分析を担当すること
を基本とし， 2 次分析では，共同研究者１4名を
4 つの作業グループに分け，各グループが 4 つ
の調査区分のいずれかについて分析した．最終
段階の 3 次分析では，共同研究者全１4名が対面
での会議に加わり，合意が形成されるまで議論
を行った． 

1．1次分析：重要アイテムの抽出・仮説的カ
テゴリーの付与

まず，インタビュー調査の20の逐語記録（表
3 参照）と質問紙調査（回答数：１22）の自由
記述から，「重要アイテム」を抽出し，一覧を
作成した．続いて，「友人が増えたと思う」「ク
ラブに通うことで日常にメリハリがついた」の
ように，アウトカムに関連した重要アイテムに
対して，「つながり」「信頼」「ルール」「いきが
い」「体力・健康」「スポーツへの関わり」「そ
の他」のフェーズ①で事前に想定した 7 つの仮
説的カテゴリーを付与した．その際，アウトカ
ムが生じた文脈を理解するために，「スポーツ
教室に参加した」「クラブハウスで会話をした」
のような，実際に起こったクラブライフの活動
や場面については，「背景」や「回答者の活動
状況」としてそれぞれの重要アイテムと関連づ
けて整理した．なお，この分析の実施者は，イ
ンタビュー調査におけるインタビュアー，及び
質問紙調査におけるクラブへの依頼者といった，
発言や回答の文脈に精通した担当者とした．

2．2次分析：調査区分ごとにサブカテゴリー
案を生成

共同研究者１4名を 4 つの作業グループに分け，

各グループが調査区分（「子ども」「成人」「障
害者」「運営者」）のいずれかを担当する形で分
析を進めた．各グループにおいては，まず， １
次分析で抽出した重要アイテムの内容とそれに
付与した仮説的カテゴリーが一致しているかど
うかについて，その解釈の妥当性を確認した．
次に，それぞれの仮説的カテゴリー内で一定の
共通の意味を持つ重要アイテムをサブカテゴ
リー案としてディカッションにより集約した．
サブカテゴリー案とは，サブカテゴリーを確定
させる際の素材となる重要アイテムの束のこと
であり，続く 3 次分析では，このサブカテゴ
リー案の名称やそこに含まれる具体的なデータ
について，調査区分間の共通点や相違点を確認
しながら，全ての調査区分に共通するサブカテ
ゴリーを確定させていくことになる．

この 2 次分析では，膨大な数の口述データを
子ども，成人，障害者，運営者という 4 つの調
査区分で分割し，それぞれの調査区分において
意味内容が類似する重要アイテムをサブカテゴ
リー案としてまとめた．このように 4 つの調査
区分別でサブカテゴリー案を生成したのは，世
代や属性といった文脈に一定の共通性があるこ
とで，類似する語りをより識別しやすくし，効
率的にサブカテゴリー案をするためである．こ
うした分析作業を通じて生成したサブカテゴ
リー案の数は表 5 の通りである．なお本研究で
は，アウトカムの要素の網羅性を重視するため，
サブカテゴリーに含まれる重要アイテムの数は
問わず，出現数の少ないものも，一つのサブカ
テゴリー案として成立させることとした．

表 5　二次分析の結果（サブカテゴリー案の数）

つながり 信　頼 ルール いきがい 体力・健康 スポーツへ
の関わり　 その他

子ども 6 4 4 3 7 １0 １１
成　人 7 3 4 0 １0 9 １0
障害者 2 4 2 １ １ １ 5
運営者 １6 5 3 3 7 7 7

計 3１ １6 １3 7 25 27 33
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3．3次分析：サブカテゴリーの確定・仮説的
カテゴリーの修正

まず，会員が獲得する可能性のあるアウトカ
ムを網羅したサブカテゴリーを生成することを
目的に，共同研究者１4名全員が参画した議論を
通じて， 2 次分析で生成したサブカテゴリー案
を再編した．再編にあたっては，重要アイテム
の内容を再確認しながら，サブカテゴリー案の
集束的妥当性について検討し，サブカテゴリー
を確定した．基本的には，抽象度の高い意味内
容を含むサブカテゴリー案は分割し，類似する

意味内容を持つものは集約するという方法で，
サブカテゴリーを決定した注１9）． 

続けて，集束したサブカテゴリーの構成を踏
まえつつ，仮説的カテゴリーに修正を加えた．
この過程で，仮説的カテゴリーの「体力・健康」
を「健康」に修正し，「その他」に区分された
重要アイテムの分析から「学び」のカテゴリー
を新設した．最終的に，アウトカムを構成する
カテゴリーとサブカテゴリーは，表 6 のとおり
となった．

以下では，この 3 次分析によってカテゴリー

表 6　「豊かなクラブライフ」によるアウトカムを示すカテゴリーとサブカテゴリー
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とサブカテゴリーを導出した手続きについて概
説する．基本的には上述の通り，サブカテゴリー
案の分割・統合といった基本の手続きを採用し
たが，非常に多くの重要アイテムが該当した「つ
ながり」や，かなり抽象的な仮説を設定してい
た「いきがい」については，共同研究者がサブ
カテゴリー案や生のデータの状況を踏まえつつ
議論し，サブカテゴリーの枠組みを決定した．

（１）つながり
このカテゴリーには非常に多くの重要アイテ

ムが該当したため，こうしたサブカテゴリー案
を踏まえながら共同研究者で協議をし， 9 次元
のサブカテゴリーとして再編した． 2 次分析で
抽出されたサブカテゴリー案の内容をみると，
つながりや交流が生まれる場面に焦点化して，
教室（プログラム）内なのか，クラブ内なのか
外なのか，という「範囲」を対象にしたものと，
異なる世代との交流といった「世代」を対象に
したものに大きく分けられた．サブカテゴリー

をまとめるに際し，まず，つきあいや交流が発
生している範囲として，家族，プログラム内，
クラブの内側，クラブの外側の 4 つを特定し，
さらに，その交流の範囲に対して「世代」の視
点を加味するために，同世代と異世代の 2 つの
区分を採用した． 4 つのつながりの範囲でそれ
ぞれ同世代と異世代を分けることで， 8 次元の
サブカテゴリーが生まれ，さらに，世代の違い
だけでなく様々な差異を持つ人々とのつなが
りが生じるという口述があることから，「多様
な他者とのつながり」を加え， 9 次元とした

（図 4 ） 注20）．

（２）信頼
2 次分析では計１6のサブカテゴリー案を生成

し，このサブカテゴリー案を図 5 のように再編
し，「2１１ 家族間の信頼」「2１2 会員間の信頼」

「2１3 クラブへの信頼」「2１4 地域への信頼」と
いう 4 次元のカテゴリーとして確定した．ここ
では，家族や会員間という個々の関係における

図 4　サブカテゴリー案とサブカテゴリーの対応（つながり）
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範を活かしてクラブにおける運営や指導，手伝
いなどを行うことが「クラブの活動への協力行
動」であり，さらにはクラブライフやそれ以外
の生活領域における相互扶助が「会員同士の助
け合い」である注22）．

（４）いきがい
2 次分析で抽出したサブカテゴリー数は計 7

であり（表 5 ），ここでは，サブカテゴリー案
からサブカテゴリーを構成する一般的な方法が
適用できなかったため，サブカテゴリーを演繹
的に導出することとし，欲求充足過程における
到達やその持続にかかる時間幅及び欲求階層の

信頼内容と，クラブや当該地域社会に対する信
頼内容を抽出できた注2１）．

（３）ルール
2 次分析で生成したサブカテゴリー案は計１3

であり（表 5 ），それを再編し，「3１１ 社会規範
の習得」「3１2 クラブの活動への協力」「3１3 会
員同士の助け合い」の 3 次元のサブカテゴリー
として確定した（図 6 ）．「社会規範の習得」は，
子ども世代に多く見られた項目で，クラブライ
フや他の生活場面を円滑に進めるために重要と
なる挨拶などの基本的な社会的なルールを身に
つける内容のものである．そして，それらの規

図 5　サブカテゴリー案とサブカテゴリーの対応（信頼）

図 6　サブカテゴリー案とサブカテゴリーの対応（ルール）
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考え方に基づいて， 3 次元のサブカテゴリーを
生成した（図 7 ）．まず，即時的な欲求充足と
しての「4１１ 楽しさ」，次に，短期的な欲求充
足過程としての「4１2 充実感」，そして，中長
期的な欲求充足過程としての「4１3 やりがい・
自己実現」であった注23）．

（５）健康
調査区分別の分析で設定したサブカテゴリー

案は計25であり（表 5 ），これらを再編し， 8
次元のサブカテゴリーを生成した（図 8 ）．身

体的観点として「5１１ 体力・運動能力の維持・
向上」「5１2 体調改善・疾病予防」「5１3 体型の
維持・改善」，精神的観点として「52１ 積極的・
前向きな心情」「522 リラックス・ゆとり」「523 
気晴らし・爽快感」であった．そして，全般的
な健康に関わるサブカテゴリーとして「53１ 健
康意識の向上」「532 生活習慣・メリハリある
生活」を設定した．なお，仮説的カテゴリーの
名称は「体力・健康」であったが，それを変更
した理由は，体力が身体的健康に含まれると考
えたためである注24）． 

図 7　サブカテゴリー案とサブカテゴリーの対応（いきがい）

図 8　サブカテゴリー案とサブカテゴリーの対応（健康）
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（６）スポーツへの関わり
この仮説的カテゴリーで生成した計27のサブ

カテゴリー案について，図 9 のように再編し，
１2次元のサブカテゴリーを設けた．具体的には，
スポーツを「する」という観点から「6１１ ス
ポーツを行うことへの関心・好意」「6１2 ス
ポーツ実施時間の増加・継続性の向上」「6１3 
技術・競技成績の向上」「6１4 実施種目の増加」

「6１5 クラブ外の競技会・イベントへの参加」，
スポーツを「見る」という観点から「62１ ス
ポーツを見ることへの関心・好意」「622 ス
ポーツを見る時間の増加」「623 会員の応援」
を設定した．また，スポーツを「学ぶ」という
観点から「63１ スポーツに関する知識の獲得」，
スポーツを「話す」という観点から「64１ ス
ポーツに関する会話の増加」，スポーツを「支
える」という観点から「クラブ運営・スポーツ
指導に関する能力の向上」を生成した注25）．

（7）学び
新たなアウトカム生成の可能性を担保するた

めに「その他」という仮説的カテゴリーを設定
していたが，得られたデータの検討から，ス
ポーツ以外の知識習得や，他者理解，全人的な
成長という観点からの変容に関する内容が確認
されたため，新たに「学び」というカテゴリー
を定めた．調査区分別の分析では33のサブカテ
ゴリー案を抽出したが（表 5 ），これらの多く
は共同研究者によるディスカッションを通じて，
他のサブカテゴリーに組み入れた注26）．そして，
他の 6 つのカテゴリーのどこにも包摂できな
かったサブカテゴリー案を再編し，「7１１ ス
ポーツ以外の知識の広がり」，「7１2 多様な他者
の理解」，「7１3 人間的成長」の 3 次元を設定し
た（図１0）．

以上が，クラブライフによるアウトカムを示
す 7 つのカテゴリーである．これらを概観する

図 9　サブカテゴリー案とサブカテゴリーの対応（スポーツへの関わり）
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と，「つながり」，「信頼」，「ルール」は，仮説
段階で依拠したソーシャル・キャピタル論で提
起されている 3 つの主要概念と重なる部分が大
きく，社会関係資本の獲得という側面を強く有
する．そして，「いきがい」や「健康」，「スポー
ツへの関わり」「学び」に関しては，スポーツ
文化論におけるコートの内外におけるスポーツ
の機能に深く関連するとともに，会員個人にお
ける文化的資本の獲得という側面が見いだせる．

Ⅵ．むすび

本研究では，クラブライフに関する概念検
討・仮説設定，会員調査による「生の声」の収
集，共同研究者の協議を中心とした分析作業と
いう一連のプロセスを通じて，クラブライフに
よってもたらされるアウトカム項目を作成した．
その結果，「つながり」「信頼」「ルール」「いき
がい」「健康」「スポーツへの関わり」「学び」
という 7 つのカテゴリーで構成されるアウトカ
ムと，各カテゴリーの下位次元を明らかにでき
た（図１１）．また本稿では，このアウトカム項
目の作成作業の一連のプロセスの内実を示すこ
とができた．

本研究の意義は，第一に，総合型クラブ育成
の成果検証が重要な研究課題の一つとして提起
されている中で，これまで焦点化されることが
なかった「クラブライフの豊かさ」に着目した
アウトカム項目を示すことができた点である．

総合型クラブの質的発展が求められる状況にお
いて，組織の成長性や安定性といった「クラブ
経営者の目線」からの指標ではなく，クラブラ
イフを営む人びとを中核に据えて成果を考える
ことを重視したアウトカム項目を新たに提示し，
今後の指標構築に向けた一つの起点をつくるこ
とができた注27）．第二に，評価指標の作成に関
する方法論において新たな視点を提起したこと
である．本学術領域ではスポーツ政策の評価と
いう視点が重要視されつつあるが，いかに指標
を構築するべきかという方法論については，こ
れまで学術誌上で議論されることはなかった．
本稿では，当事者である会員の認識を起点とし
て，複数の専門家による共同作業を通じてアウ
トカム項目を検討するプロセスを明記すること
ができ，今後の方法論議における一つの準拠点
を示すことができたといえる．第三は，クラブ
育成現場へのインパクトという観点からの意義
である．「豊かなクラブライフ」という視点か
らアウトカム項目を明示したことにより，ス
ポーツ人口の増加というコンテクストとは異な
るクラブ育成の「目指すべき方向性」の一つを
提示できたのではないか．会員同士が一緒に営
む「スポーツ生活」と「スポーツ生活以外の生
活」を豊かにし，そのアウトカムを高めるとい
う視点を普及させることは，混迷状況にある運
営者にクラブが目指すところ，クラブの理念や
経営目標を再検討する契機を与えることにも寄
与することになるだろう注28）． 

ただし，本研究が一定の限界性を有する点に

図10　サブカテゴリー案とサブカテゴリーの対応（学び）
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注
注 １ ）日本体育・スポーツ経営学会では，研究

集会等を通じて，総合型クラブ育成の在り
方について継続的に検討してきた．その中
で提起された論点の一つが，評価指標の構
築であったことからも，評価に関する学術
的検討は重要な課題といえる．

注 2 ）会員には，スポーツ教室の参加者など，
クラブからスポーツサービスを享受する一
般会員に加えて，マネジャーや指導者，ボ
ランティアスタッフなどの運営者も含む．
運営者と一般会員（非運営者）では，クラ
ブでの活動内容に多少の異同が生じること
が推察されるが，本研究で重視する「クラ
ブライフでの経験を通じたアウトカムの獲
得」という観点においては共通しているこ
とから，両者をともに会員として捉える．

注 3 ）清水・柳沢（20１5）や日本体育協会
（20１5）による指標にも，「クラブライフの
質の向上」や「クラブライフの定着」とい
う表現が含まれており，クラブライフとい
う発想の重要性が窺えるものの，その詳細
が示されているわけではない．

は留意が必要である．第一に，アウトカム項目
の検討過程において，研究者個人が有する価値
基準というバイアスを低減するための様々な方
法論的な配慮を施したものの注29），その影響が
完全には否定できない点である．第二に，会員
の認識について網羅的に意見を回収することに
努めてきたが，多様な様相を呈するクラブライ
フをめぐる会員の認識をすべて網羅しきれてい
ない可能性は少なからず存在する点である．第
三に，調査・分析方法の特性上，そもそも総合
型クラブにおける当事者が認識できないことは，
このアウトカム項目には反映されないというこ
とである．

今後の課題は，このアウトカム項目を調査可
能な尺度とし，実際の経営評価に活用していく
ことである．クラブライフの経験の差異がアウ
トカムに与える影響についても，検討が求めら
れよう．さらには，そうした評価観点を「目指
すべき方向性」として情報発信し，クラブ育成
に携わる人々に対して，「目指すべき方向性」
を再考する契機を提供していくことも，体育・
スポーツ経営学における実践現場への対応とし
て求められる．

図11　豊かなクラブライフによるアウトカム（概念図）
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注 4 ）本研究では，アウトカム項目を，会員が
享受する可能性のあるアウトカムを構成す
るカテゴリー（構成要素の区分）とその下
位次元としてのサブカテゴリーのこととす
る．

注 5 ）「インプット」も会員にとってのクラブ
ライフの一部に成り得る．運営に携わる会
員は，諸資源の調達やプログラムの企画・
運営等，インプットの経験もしており，こ
うした経験は「創る・支える」という観点
におけるクラブライフといえる．なお，
サービスの消費者として見做されがちな一
般会員も，実は練習の準備やイベントの手
伝いといったかたちでサービス生産（運
営）に携わることがあるため，生産／消費
という関わり方については運営者と非運営
者という属性で一括りにして語ることはで
きない．すなわち，運営者と非運営者の双
方においてインプットに関する取り組みへ
関与している可能性があるといえる．こう
した実態を踏まえ，本研究では，生産活動

（運営）にも関わる人を含む「会員」がク
ラブライフを通じて獲得するアウトカムを
網羅することを目指す． 

注 6 ）アウトカムをカテゴリーごとに分類した
とき，カテゴリー内でさらに下位のカテゴ
リーが生成されることが予想される．例え
ば，後述するように「体力・健康」という
カテゴリーを設定したが，運動能力が向上
したという身体的な健康と，気晴らしにな
るという精神的な健康を単一のカテゴリー
で括りひとつのアウトカム項目とすること
は，会員が獲得するアウトカムを正確かつ
詳細に捉えることを妨げる．よって，カテ
ゴリー内でさらにいくつかの下位カテゴ
リーを生成することが求められる．本研究
では，それを「サブカテゴリー」と呼ぶ．

注 7 ）なぜなら，クラブライフ経験を通じて獲
得されるアウトカムの具体的内実を解明す
るためには，そのアウトカムを生み出す起
因となるクラブライフの範囲を明確にする
必要があり，それを怠れば「クラブライフ

経験のアウトカムとは全く関係のない何
か」まで捕捉してしまう危険性が存するか
らである．

注 8 ）スポーツクラブ以外にも，社交・親睦を
目的としたクラブやスポーツ以外の文化的
活動を目的としたクラブが存在する．本来
ならば，それらクラブを含め，クラブライ
フ概念を検討し，そこからスポーツクラブ
のクラブライフ概念の規定を行う必要があ
るが，本稿ではそれは行わない．よって，
本稿でいうクラブはスポーツクラブをさす．

注 9 ）ここでいう「コートの外」にはスポーツ
生活が一部含まれている．それはスポーツ
生活における生産過程である．そのため，

「コートの外」とスポーツ生活以外の生活
の空間には若干の差異が存在する．

注１0）佐藤（20１5）は「良い事後解釈」の条件
として，「①事後解釈であるという点を自
覚しているか，②事後解釈であるという事
実を読者（口頭発表の場合には聴衆）に対
して率直に認めているか，③事後解釈の内
容が，社会現象の理解という点で何らかの
貢献を果たしているか」を挙げている．本
研究では，これらの条件を満たすように配
慮した．

　　　また，飽戸（１987）は，事後解釈は，次
の調査や実験によって検証されなければな
らないことを指摘しており，この点につい
ては今後の課題とする．

注１１）清水（2008）では，総合型クラブへの加
入が契機となって地域内ネットワークを拡
大させていることを明らかにした．また行
實・中西（2009）は，運営参加の内容が幅
広い会員は，運営参加を行っていない会員
よりも総合型クラブのソーシャル・キャピ
タルを醸成・蓄積させやすい会員であるこ
とを示唆している．

注１2）調査対象者や一般の方々への伝わりやす
い表現にするため，パットナム（200１）の
いう「ネットワーク」は「つながり」，「規
範」は「ルール」という表記として用いた．

注１3）例えば高野・坂本（2005）では，年齢が
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高い，友人交流頻度が高い，社会参加活動
に従事しているなどといった属性をもつ者
の方がいきがいを感じやすいことが明らか
にされ，いきがいの対象としては趣味やス
ポーツの活動が高い割合（73.2％）を示し
ていた．

注１4）具体的には，全国の総合型クラブのクラ
ブマネジャーに対する質問紙調査（実施期
間：平成26年 2 ～ 3 月，回答数：734クラブ，
回収率：29.7％）で，「全体的に会員のス
ポーツライフやクラブライフの質が向上し
ている」との問いに対して，「全くその通
り」「まあその通り」と回答したクラブの
ことである．なお，この問いは「 5 ．全く
その通り」から「 １ ．全くそうではない」
の五段階で測定した．

注１5）より多くの会員の声を集めるためにFGI
を基本に設計したが，調査の実現可能性を
考慮し，そもそも少数しか在籍していない
障害者や運営者については，個人を対象と
するDIを採用した．また，小学生（No.１）
についてはその保護者を，障害者について
は所属クラブのマネジャーに調査を行い，
当該の対象について情報を得た．

注１6）抽出したクラブは，Dクラブ（詳細は表
3 参照），Kクラブ（所在値：栃木県，会
員規模：１00～１99人，設立年：平成22年），
Lクラブ（所在値：神奈川県，会員規模：
１500～１799人，設立年：平成１8年）である． 

注１7）各クラブの事務局に配布してもらったた
め，正確な配布数を把握することができな
く，回収率は算定できない．

注１8）分析方法は，安梅（200１）や松橋ほか
（20１2）などを参考に設定した．

注１9）実際には，重要アイテムの内容を的確に
示した名称への変更や，口述データの解釈
の可否など，サブカテゴリー案自体の精度
を高めるための検討も同時に行われた．そ
の際には，その場の全員が合意することを
重要な基準とし，議論を進めた．

注20）サブカテゴリー案の時点で「つながり」
に含まれていたもののうち，「社交性の習

得」（成人）は，「学び」に再編した．
注2１）サブカテゴリー案の時点で「信頼」に含

まれていたもののうち，「特別扱いしない」
（運営者）と「過ごす時間」（運営者）は，
「学び」に再編した．

注22）サブカテゴリー案の時点で「ルール」に
含まれていたもののうち，「クラブ運営に
対する相互扶助が行われる（団体として）」

（運営者）は，会員のアウトカムではなく，
クラブのアウトカムであると判断したため，
サブカテゴリーから削除した．

注23）「いきがい」に関する共同研究者による
協議では，仮説的な定義の曖昧さや，他の
アウトカムとの差異（「最終アウトカム」
ではないのか）という主張が提起される等，
その取り扱いについては多くの時間をかけ
て検討することになった．最終的には，あ
るメンバーから，いきがいに分類された重
要アイテムの内容は「欲求階層」の考え方
と合致する点が多いという視点が示され，
この解釈がそれらの重要アイテムを整理す
るために有効であったため採用した．

注24）「体力・健康」に含まれていたサブカテ
ゴリー案のうち，円滑なコミュニケーショ
ン（子ども）は「つながり」，技術的な向
上（成人），結果や成績の向上（運営者），
良いプレーができてうれしい（成人），知
識の習得（成人）は「スポーツへの関わり」，
純粋に“動ける”喜び（障害者）は「いき
がい」に，それぞれ再編した．

注25）調査区分別の分析で「スポーツへの関わ
り」に含まれていたサブカテゴリー案のう
ち，スポーツを多世代で行えるようになっ
た（成人）は「つながり」，スポーツへ多
様な関わりができるようになった（成人），
支えるようになった（成人），参加者から
運営者へ（運営者）は「ルール」にそれぞ
れ再編した．また，スポーツサービスの拡
大（運営者）については，クラブライフに
よるアウトカムではなく，クラブによるイ
ンプットの拡大であるため，サブカテゴ
リーから削除した．



22

関根ほか：「豊かなクラブライフ」によるアウトカムとは何か

注26）「その他」に含まれていたサブカテゴリー
案のうち，家族間の相互扶助（成人），家
族への気持ちの変化（成人），地域の安全

（運営者），同じ想いを共有できて安心（運
営者）は「信頼」，クラブ内での役割がで
きた（成人），クラブ外での役割ができた

（成人）は「ルール」，場や情報の共有（成
人），他者の成長を喜ぶ（成人），会員から
の感謝（運営者），クラブで認められる（運
営者）は「いきがい」，足が速くなる（子
ども），他の活動への活力（運営者）は「健
康」，技術・スキルの向上（子ども），ス
ポーツへの理解（子ども），スポーツに張
り合いや勝負が生まれるようになった（子
ども）は「スポーツへの関わり」に，それ
ぞれ再編した．

注27）「クラブライフ」というキータームにつ
いて詳細に検討し，体育・スポーツ経営学
の立場からその定義を示すことができたこ
とも，本研究の意義の一つといえよう．

注28） か か る 視 角 は， 評 価 指 標 を 普 及 し，
NPO自身による自己改善を促そうとした
非営利組織評価基準検討会（20１0）の手法
を参考にしている．

注29）そのために，演繹的に設定した仮説につ
いて，クラブの当事者の認識について網羅
的に収集したデータを根拠に事後解釈をす
るという手法を採用した．また，地域ス
ポーツに精通する専門家やクラブ経営の実
務経験者で構成する共同研究グループを組
織化し，全プロセスにおいて複数のメン
バーでチェックし合いながら進めるよう配
慮した．

付記
本研究は，日本体育・スポーツ経営学会共同

研究プロジェクト『エクセレントクラブ研究」
（平成26～28年度）の成果の一部です．ここに
記して感謝いたします．
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